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平素は「⽶国⼩型ハイクオリティファンド（毎⽉決算型）」（以下、当ファンド）をご愛顧賜り厚く御礼申し上げます。
さて、当ファンドは2017年8⽉24⽇に第73期決算を迎え、分配を⾏いましたので、今後の運⽤⽅針等とあわせてご
報告いたします。

⽶国⼩型ハイクオリティファンド（毎⽉決算型）

第73期決算および分配⾦のお⽀払いについて
〜今期の分配⾦額は10円〜

分配実績（1万⼝当たり、税引前）

 分配対象額は、経費控除後の利⼦、配当等収益と売買益（評価損益を含みます。）等の範囲内とします。
 分配⾦額は、委託会社が基準価額⽔準、市況動向等を勘案して決定します。

決算 第1〜70期 2017/6/26
第71期

2017/7/24
第72期

2017/8/24
第73期

設定来累計
（8⽉24⽇まで）

分配⾦
（対前期末基準価額⽐率）

10,180円
（101.8％）

40円
（0.4％）

40円
（0.4％）

10円
（0.1％）

10,270円
（102.7％）

騰落率
（税引前分配⾦再投資ベース） 138.9％ 0.8％ 1.2％ -6.0％ 129.1％

※ 上記は過去の実績であり、将来の運⽤成果および分配を保証するものではありません。分配⾦額は委託会社が分配⽅針に基づき基準価額
⽔準や市況動向等を勘案して決定します。ただし、委託会社の判断により分配を⾏わない場合もあります。

※ ファンド購⼊時には、購⼊時⼿数料がかかる場合があります。また、換⾦時にも費⽤・税⾦などがかかる場合があります。詳しくは7ページをご覧
ください。

＜2011年7⽉29⽇（設定⽇）〜2017年8⽉24⽇＞ 2017年8⽉24⽇現在

税引前分配⾦
再投資基準価額
22,912円

基準価額
9,713円

第73期決算（2017年8⽉24⽇）の分配⾦額は、基準価額⽔準、市況動向等を勘案し、10円（1万⼝当たり、
税引前）とさせていただきました。

（注1）「対前期末基準価額⽐率」は、各期の分配⾦（税引前）の前期末基準価額（分配⾦お⽀払い後）に対する⽐率で、当ファンドの
収益率とは異なります。第1〜70期と設定来累計の欄は、それぞれの分配⾦累計（税引前）の設定時10,000円に対する⽐率です。

（注2）騰落率は税引前分配⾦再投資基準価額を基に算出したものであり、実際の投資家利回りとは異なります。また、騰落率は設定来累
計を除き、期中騰落率を記載しています。

基準価額の推移

（注1）基準価額、税引前分配⾦再投資基準価額は、1万⼝当たり、信託報酬控除後です。
（注2）税引前分配⾦再投資基準価額は、分配⾦（税引前）を分配時に再投資したものと仮定して計算しており、実際の基準価額とは異な

ります。

2017年8⽉24⽇

税引前分配⾦再投資基準価額

基準価額
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分配⾦額決定の背景

※ 上記の市場⾒通しおよび今後の運⽤⽅針は当資料作成時点のものであり、将来の投資成果および市場環境の変動等を⽰唆あるいは保証
するものではありません。今後、予告なく変更する場合があります。

以下に、外国投資信託の運⽤を⾏うニューバーガー・バーマン・グループからのコメント等を基に、今後の運⽤⽅針についてご報告申し上げます。

市場⾒通しおよび今後の運⽤⽅針 〜引き続きニッチな市場で競争優位性が⾼く、クオリティが⾼い⼩型企業に投資〜

※ 上記は過去の実績であり、将来の運⽤成果等を保証するものではありません。
※ ファンド購⼊時には、購⼊時⼿数料がかかる場合があります。また、換⾦時にも費⽤・税⾦などがかかる場合があります。詳しくは7ページをご覧
ください。

⽶国経済は好調を維持しており、消費者や企業センチメントは良好な状況が継続しています。雇⽤環境も底堅い状
況が継続しており、⽶国経済は好循環を維持しているといえます。良好な経済環境を受け、⽶国企業の業績も堅調
に推移しており、主要企業の4－6⽉期決算は概ね予想を上回る内容となりました。
企業業績の堅調さが株⾼を⽀えているといえますが、年初以降の株式市場は歴史的に⾒ても変動性が低い状況が
継続しているため、今後は市場の変動性が⾼まる可能性があると考えます。また、⼀部主要中央銀⾏では⾦融危機
以降の量的緩和策の縮⼩が図られており、この先は、財務健全性が⾼く、業績の安定成⻑が期待できる銘柄がアウト
パフォームする可能性が⾼いと考えます。
引き続きニッチな市場で競争優位性が⾼く、クオリティが⾼い⼩型企業に投資する⽅針を維持する⽅針です。

基準価額の推移
＜2016年8⽉24⽇〜2017年8⽉24⽇＞

（注）基準価額は、1万⼝当たり、信託報酬控除後です。
（出所）Bloombergのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成

2016/8/24
8,856円

2017/5/24
10,217円

2017/8/24
9,713円

当ファンドは3ヵ⽉毎に分配⾦額を⾒直します（⾒直し⽉は2、5、8、11⽉）。各計算期間中の基準価額の変動
にかかわらず、⾒直し⽉の決算⽇の基準価額により決定し、分配⾦額は次回の⾒直し⽉の前⽉まで同額とすることを
⽬指します。分配⾦額の⽔準は、⾒直し⽉の決算⽇の基準価額が10,000円（当初元本額）を超えた場合には超
過額を勘案して、超過額が少額の場合や基準価額が10,000円を下回った場合には少額に決定します。また、分配
⾦のお⽀払いに必要な資⾦を決算前に確保する必要があるため、分配⾦額の上限額は決算⽇の6営業⽇前に決定
します。
2017年5⽉から7⽉の当ファンドの基準価額は、良好な⽶国経済指標や⽶国企業の決算発表などを背景に⽶国
⼩型株が上昇した影響で概ね堅調に推移しました。しかし8⽉に⼊ると、⽶朝関係をめぐる地政学的リスクの⾼まりなど
の影響で⽶国⼩型株安および⽶ドル安・円⾼が進み基準価額は下落し、2017年8⽉24⽇には9,723円（分配
前）となりました。
このような基準価額⽔準、市況動向等を勘案し、今期（第73期）の分配⾦額を10円といたしました。

為替の推移
＜2016年8⽉24⽇〜2017年8⽉23⽇＞

2017/8/23
109.17円2017/5/24〜

2017/8/23
2.86円の円⾼

2016/8/24
100.46円

2017/5/24〜
2017/8/24
▲504円

2017/5/24
112.03円
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